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介護福祉学科同窓会の設立背景・過程と今後の展望
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担 当 氏　　名 勤務先または在学先
会 長 柳澤佳澄 （1期生） 介護老人保健施設ロングライフ塩尻
副会長 桜沢由佳 （1期生）
庶 務 福田　明 （4期生） 松本短期大学介護福祉学科
理 事 有賀裕幸 （4期生） 介護老人保健施設ローズガーデン
理 事 黒木（旧姓土屋）絵美 （9期生） 松本短期大学看護学科在学中
理 事 北澤公章 （13期生） 介護老人保健施設ローズガーデン
書 記 小坂みつほ （1期生） 松本短期大学介護福祉学科
監 査 百瀬弘章 （3期生） 介護老人保健施設ロングライフ塩尻





















































































順位 希望する卒業生との交流内容 人数 割合
1位 職場別相談セミナー 34人 64．2％
2位 現場の介護技術 19人 35．8％
3位 マナー教室 15人 28．3％
4位 スキルアップ講座 11人 20．8％
5位 施設訪問による勉強会 7人 13．2％
6位 その他 1人 1．9％
その他の内容は，「介護福祉士に共通して大切なことを話し合う」であった，
イント高い．
　職場別相談セミナーは，普段の授業では聞くこと
ができない，あるいは実習中だとゆっくり聞けない，
卒業生の貴重な情報や卒業生の思いを直接聞ける
チャンスでもある．それだけに今後も，継続的に職
場別相談セミナーを開催していきたいと考えている．
その際は，今回の職場別相談セミナーでの反省を活
かし，担当する卒業生も職場の出来事などをわかり
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やすく在校生に伝える，介護の魅力を在校生に知っ
てもらうための工夫をするなど，自らのプレゼンテ
ーション能力を高める努力が必要と思われる．なお，
職場別相談セミナーの様子が新聞記事に掲載され
たので，関心のある方は一読されたい（「市民タイム
ス：2009年10月14日」）．
2．介護福祉学科同窓会のPRの必要性
　あるサービスの利用を促進させたり，人材を集め
たりするには，様々な方法がある．そのなかの1つに
PR活動がある．現在，松本短期大学同窓会をPR
する取り組みは，ホームページと同窓会報の2本立
てとなっている．
　実は筆者は，松本短期大学ホームベージリニュー
アル委員会の1人として，本学ホームページの大幅
な変更作業にたずさわった．そのなかで，上條節子
教授や生田恵子前教授をはじめ，他の委員と重視し
たことが，学内や高校生向けページの充実だけでな
く，卒業生や地域住民とのつながりが見えるページ
を迫加することであった，その一環として，新たに
同窓会のページを盛り込み，同窓会長の手塚富貴子
氏に同窓会について紹介していただいた．
　筆者は，多くの高校生や社会人が本学に関心をも
ってほしいと思っている．そのためにも，①高校生
を含めた地域住民へのPR活動と，②卒業生を含め
た本学の組織的な取り組みが見えることが大切だ
と考えている，特に②は，卒業後の進路（出口）とも
関係する．例えば，介護福祉士を目指す高校生にと
って，将来，働きたい施設などに多くの卒業生が就
職し，その卒業生が学校とネットワークを組んで，
在校生への就職相談も実施している本学の様子を
知れば，本学介護福祉学科への進学に安心感がプラ
スされると思われる．その意味でも，今後，本学ホー
ムページの同窓会ページのなかに，さらに各学科同
窓会のコンテンツを作成し，それぞれの学科同窓会
の取り組みが多くの人たちに見える環境を整えて
いきたいと考えている．
　同窓会報は，2006年度の看護学科開設を記念して，
1978年以来28年ぶりに復活した．現在，在校生や卒
業生，教職員などに対して，年1回のペースで発行さ
れている．内容は，特集，卒業生の取り組みの紹介，
恩師との対談，母校の最近の様子などとなっている．
　介護福祉学科卒業生の関係では，2007年度号に
桜沢由佳氏が「介護福祉現場の実状」を，2008年度
号に安曇野市社会福祉協議会ボランティアコーデ
ィネーターの岩渕綾子氏が「私の身の上話」を，
2009年度号に介護福祉学科同窓会長の柳沢佳澄氏
が「会長就任にあたっての挨拶」を，筆者が「介護福
祉学科同窓会一後輩に向けて職場別相談セミナー
を開催」を記載した．今後は，「介護福祉学科同窓会
ニュースレター」（仮称）を作成し，介護福祉学科同
窓会員のみならず，会員が多く働いている施設や事
業所にも配布したらどうか，という意見もある．
　同窓会報編集委員会からは，「記事が集まらなく
て困る」との声を聞く．今後も，多くの人に，母校や
同窓会をPRしていく必要がある．合わせて，介護
福祉士をとりまく現状（課題だけでなく，介護の魅
力といったプラス面）も伝えていく必要がある．そ
のためにも，ぜひ，多くの卒業生に同窓会報への積
極的な参加（依頼時の原稿記載あるいは投稿記事）
を期待したい．
3．母校と同窓会の協働による国家試験対策講座
　　開催に向けて
　1987年5月に社会福祉士及び介護福祉士法が制
定され，介護福祉士が誕生した．そして25年後の
2012年度（2013年1月の第25回介護福祉士国家試験）
からは，介護福祉士養成校の学生も卒業前に介護福
祉士国家試験の受験が必須となる．仮に国家試験に
落ちた場合，名称独占という性格から「介護福祉士」
を名乗ることはできない．その代わりに「准介護福
祉士」と位置づけられる．「准介護福祉士」も「介護福
祉士」同様に介護職として介護労働に従事すること
は可能である．
　しかし，「介護福祉士」は正規職員に，「准介護福祉
士」は非正規職員に，という雇用形態になる可能性
も考えられる．確かに国家試験に落ちたのだから，
非正規職員となるのも仕方ないという意見もある
だろう．ただ，筆者が危惧するのは，非正規職員の「准
介護福祉士」が正規職員の「介護福祉士」と同じ時間・
同じ内容の仕事を行うにもかかわらず，賃金などの
待遇面で差をっけることがあるのではないか，とい
う点である．介護職の人材不足が叫ばれるなか，す
でに非正規の介護職員が正規の介護職員よりも給
料が低いにもかかわらず，利用者へのサービス体制
を維持するために，正規職員と同じあるいはそれ以
上，無理して働かざるを得ない，との情報も聞く．
　こうした状況から考えても，介護福祉士養成校の
果たすべき役割は，学生の国家試験合格へと比重を
移していく必要がある．同時に，仮に「准介護福祉士」
となって就職したとしても，翌年の国家試験では必
ず合格するように各職場との連携を深めていく必
要もある．幸い本学介護福祉学科の卒業生は，毎年
90％以上が介護福祉関係の職場（介護老人福祉施
設と介護老人保健施設が合わせて60～70％）に就
職している．この実績と卒業生同士のネットワーク
を活用しない手はないと考える．
　具体的には，国家試験を受ける在校生と惜しくも
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「准介護福祉士」となってしまった卒業生に対し，母
校の教職員と卒業生（介護福祉士）が運営と講師役
を担い，協働で国家試験対策講座を開催することは
できないだろうか．もし，それが可能になれば，次の
3点のメリットも期待できる．①親しい先生や卒業
生が講師として教えることで，リラックスした雰囲
気で，不明な点を聴きやすい．②同窓会費の活用に
加えて母校を会場として行うことができれば，民間
の受験対策講座の費用よりも格安で済む．③母校の
教員・現場の介護福祉士である卒業生と受講する在
校生・准介護福祉士の卒業生が相互に教え・教わり
合うなかで，在校生と卒業生と母校（教職員）とのネ
ットワークがさらに深まり広がる．
おわりに
　以上，介護福祉学科同窓会の設立背景，設立まで
の過程，今後の展望について述べてきた．思えば，介
護福祉学科同窓会設立までの道のりは長く，2006
～2009年という3年の月日を要した（資料2）．筆者は，
そのなかで，多くの卒業生と関わる機会を得た．な
かには，筆者自身も「知らなかった」卒業生も多く，
その卒業生と語り合うなかで，自分自身の視野を広
げられた．また，普段は意識しないが，同じ介護福祉
学科卒業生が周囲にいることを実感でき，安心感を
得ることもできた．
　確かに介護福祉学科でともに学び・交流した仲間
は，かけがえのない同志となる．しかし，それは2年
間のなかで得られたものである．人生というスパン
で考えた時，同じ学年だった人同士の交流を超えて，
もっと他の卒業生との交流や在校生と関わる機会
を増やしていく必要があるのではなかろうか．
　今後，さらに多くの卒業生が同窓会活動に参加す
ることを期待するとともに，同窓会活動を1っのき
っかけとして明日への原動力としてほしい．
　長野県内はもちろん，全国で活躍する松本短期大
学介護福祉学科卒業生は多い．その数は今後も増え
ていく．介護福祉学科同窓会は，今日よりも明るい
明日に向かって，これから先も卒業生と卒業生，卒
業生と在校生，そして卒業生と母校をつないでいき
たい，と考えている．
　分自身と向かい合う一きのこグループでの新人
　研修の試み．ふれあいケア，13（3）：24（2008）．
5）拙稿：介護職員の卒後教育・研修の実態と取り組
　みに関する研究（2009）．
6）高齢者介護施設職員の精神的健康度に対するワ
　ークストレスの認知的評価の影響．久留米大学
　心理学研究，第7号：39（2008）．
7）笹屋真由美・安永龍子・森田婦美子：介護福祉士
　の労働環境と就業に関する一考察．奈良佐保短
　期大学紀要．第15号：45（2007）．
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資料1
介護福祉学科同窓会細則
　松本短期大学同窓会則第6章第16条（組織）及び資料（同窓会組織図）に則り，以下のとおり介護福祉学
科同窓会組織をもうけ，細則を定める．
1．目的
　介護福祉学科同窓会の目的は次の3点である．
1）卒業年度を問わない，介護福祉学科卒業生の縦横のネットワークを広める．
2）介護福祉学科卒業生と在校生，教職員とのつながりを深める．
3）1）2）を達成するための事業を計画・運営する．
2．会員
　会員は次の通りとする．
1）介護福祉学科卒業生
2）介護福祉学科在校生
3）介護福祉学科現旧教職員
3．役員
介護福祉学科同窓会に次の役員を置く．
1）介護福祉学科同窓会会長
2）介護福祉学科同窓会副会長
3）介護福祉学科同窓会庶務係（会計含む）
4）介護福祉学科同窓会理事
5）その他事業等に応じて必要な役員を置くことができる．
4．事業
事業は大きく3つに分けられ，それぞれ計画・運営される．
1）卒業生に向けての事業
2）在校生に向けての事業
3）1）と2）双方に向けての事業
5．会計
1）事業計画案に則り，予算案を策定する．
2）会則第11条に基づき，必要な手続きを踏み，予算額を定める．
3）必要な手続きを踏み，収支報告書を作成し，監査を受ける．
6　細則の変更
本細則は，必要に応じて変更することができる．
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